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武蔵野市の将来人口推計（ 令和４ （ 2022） 年～令和 34（ 2052） 年）  

について【 速報版】  

 

１  人口の現状について 

（ １ ） 総人口（ 登録人口）  

 

 総人口は、 昭和 62（ 1987） 年に 137, 729 人に達し た後、 平成９ （ 1997） 年には 132, 525

人まで減少し た。 その後、 再度増加基調に移り 、 令和４ （ 2022） 年には 148, 025 人と なっ

ている。  

図表１  総人口の推移 
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注釈） 各年１ 月１ 日の住民基本台帳人口。 ただし 、 平成 24（ 2012） 年以前は住民基本台帳人口に外国人人

口が含まれていないため、 前年末の外国人人口を加算し ている。  

 

（ ２ ） 性別年齢別人口 

 

性別年齢別人口は、 令和４ （ 2022） 年において、 男女と も に 45～49 歳人口が多く 、 15～

19 歳人口が少なく なっ ている。 また、 高齢になるほど、 男性人口に対し て女性人口の比率

が高く なっ ている。  

 次に、 70～74 歳と 50～54 歳の部分で隆起が見ら れる。 平成 30 年の時点では、 65～69 歳

と 40 歳代の部分で隆起が見ら れるこ と から 、 第一次ベビーブーム世代（ 73～75 歳、 1947

～49 年生まれ） 人口や第二次ベビーブーム世代（ 48～51 歳、 1971～74 年生まれ） 人口が多

く なっ ているこ と がわかる。  

 また、 平成 30（ 2018） 年では 10～14 歳人口に比べて５ ～９ 歳人口が多く 、 ５ ～９ 歳人口

（ 年）  
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に比べて０ ～４ 歳人口が多く なっ ており 、 10 年間ほどで出生数が上昇し ていた様子が伺え

た。 だが、 令和４ 年では、 ５ ～９ 歳人口に比べて０ ～４ 歳人口は少なく なっ ており 、 出生

数が減少に転じ ている。  

図表２  ５ 歳階級別人口ピラ ミ ッ ド  

◇令和４ （ 2 0 2 2 ） 年 
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2 0 ～2 4 歳

2 5 ～2 9 歳
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7 5 ～7 9 歳

8 0 ～8 4 歳

8 5 歳以上
男 女
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男 女

 

注釈） 各年１ 月１ 日の住民基本台帳人口 
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（ ３ ） 日本人人口 

 

 日本人人口は、 総人口と 同様の傾向で推移し ており 、 昭和 62（ 1987） 年に 136, 637 人に

達し た後、 平成９ （ 1997） 年には 130, 308 人まで減少し た。 その後、 再度増加基調に移り 、

令和４ （ 2022） 年には 144, 942 人と なっ ている 。  

図表３  日本人人口の推移 
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注釈） 各年１ 月１ 日の住民基本台帳人口から 外国人人口を差し 引いた人口。 ただし 、 平成 24（ 2012） 年以

前の住民基本台帳人口には外国人人口が含まれていないため、 住民基本台帳人口をそのまま用いて

いる。  

（ 年）  
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（ ４ ） 外国人人口 

 

 外国人人口は、 昭和 58（ 1983） 年には 863 人であっ たが、 その後増加し 、 平成５ （ 1993）

年には 2, 251 人と なっ た。 その後、 約 20 年間ほぼ横ばいで推移し た後、 再度増加基調に移

り 、 令和２ （ 2020） 年には 3, 364 人と なっ た。 だが、 新型コ ロナウイ ルス感染症による水

際対策の厳格化に伴い、 令和３ （ 2021） 年から 減少に転じ 、 令和４ （ 2022） 年には 3, 083

人と なっ ている。  

図表４  外国人人口の推移 
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注釈） 各年１ 月１ 日の住民基本台帳人口。 ただし 、 平成 24（ 2012） 年以前は住民基本台帳人口に外国人人

口が含まれていないため、 前年末の外国人人口をも っ て表記し ている。  

（ 年）  
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（ ５ ） 世帯数 

 

①世帯総数 

 

 世帯総数は、 昭和 64（ 1989） 年には 59, 879 世帯であっ たのが、 ほぼ一定の伸び幅で増加

し 続けており 、 令和４ （ 2022） 年には 78, 187 世帯と なっ ている。  

図表５  世帯総数の推移 
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注釈） 各年１ 月１ 日の住民基本台帳より 作成 

 

 

②家族類型別世帯数および高齢者世帯数 

 

 家族類型別の世帯数を みると 、 近年、 単独世帯は、 世帯数は増加し ている も のの比率は

ほぼ一定で推移し ており 、 令和２ （ 2020） 年には 39, 402 世帯と 、 世帯の 50. 5％を占めてい

る 。 核家族世帯についても 、 近年、 世帯数は増加し ている も のの比率はほぼ一定で推移し

ており 、 令和２ （ 2020） 年には 35, 818 世帯と 、 世帯の 45. 9％を占めている。  

 核家族世帯の中では、 夫婦のみ世帯、 夫婦と 子世帯、 ひと り 親と 子世帯のいずれも 概ね

増加傾向にある。  

高齢者単独世帯と 高齢者世帯主の夫婦のみ世帯の世帯数は、 平成 12（ 2000） 年にはそれ

ぞれ 4, 870 世帯と 4, 419 世帯であっ たが、 その後差が拡大し 、 令和２ （ 2020） 年にはそれ

ぞれ 8, 159 世帯、 6, 361 世帯と 、 高齢者単独世帯が特に増加し ている。  

（ 年）  
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図表６  家族類型別世帯数および高齢者世帯数の推移 

平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年 令和２ 年

2 0 0 0 2 0 0 5 2 0 1 0 2 0 1 5 2 0 2 0

世帯数 6 6 ,8 2 0 6 9 ,3 6 5 7 1 ,1 6 3 7 3 ,9 6 0 7 7 ,9 6 6

1 0 0 .0 % 1 0 0 .0 % 1 0 0 .0 % 1 0 0 .0 % 1 0 0 .0 %

単独世帯 3 2 ,7 4 9 3 4 ,5 3 8 3 5 ,6 3 1 3 6 ,6 4 2 3 9 ,4 0 2

4 9 .0 % 4 9 .8 % 5 0 .1 % 4 9 .5 % 5 0 .5 %

高齢者単独世帯 4 ,8 7 0 5 ,6 7 9 6 ,8 9 5 8 ,0 9 7 8 ,1 5 9

核家族 3 0 ,1 7 2 3 1 ,1 6 2 3 2 ,4 4 8 3 4 ,4 9 1 3 5 ,8 1 8

4 5 .2 % 4 4 .9 % 4 5 .6 % 4 6 .6 % 4 5 .9 %

夫婦のみ世帯 1 0 ,4 1 6 1 1 ,3 5 3 1 2 ,1 0 0 1 2 ,5 8 9 1 3 ,2 2 4

高齢者世帯主
夫婦のみ世帯

4 ,4 1 9 5 ,0 7 5 5 ,3 8 1 5 ,9 6 4 6 ,3 6 1

夫婦と 子世帯 1 5 ,8 0 2 1 5 ,6 7 0 1 5 ,8 9 6 1 7 ,2 9 5 1 7 ,6 5 3

ひと り 親と 子世帯 3 ,9 5 4 4 ,1 3 9 4 ,4 5 2 4 ,6 0 7 4 ,9 4 1

単独世帯・ 核家族以外の世帯 3 ,8 9 9 3 ,6 6 5 3 ,0 8 4 2 ,8 2 7 2 ,7 4 6

5 .8 % 5 .3 % 4 .3 % 3 .8 % 3 .5 %
 

注釈１ ） 各年 10 月１ 日現在 

注釈２ ） 割合は小数点第２ 位以下を四捨五入し ているため、 表中の数値を合算し ても 100%と なら ない場合

がある 

資 料） 国勢調査より 作成 

 

（ 単位： 世帯）  
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２  コ ロナショ ッ ク による人口動態の変化 

 令和２ （ 2020） 年以降に生じ た新型コ ロ ナウイ ルス感染症の感染拡大に伴い、 東京都の

人口が減少に転じ るなど、 人口問題においても 大き な変化が生じ た（ 以下「 コ ロナショ ッ

ク 」 と いう 。） と さ れている。 そこ で、 市の人口動態について統計を 確認し 、 当該期間の影

響を 検討し た。  

 

（ １ ） 人口変動 

 

 市の人口（ 外国人含む。） は、 令和４ （ 2022） 年には 148, 025 人1（ 前回推計 149, 742 人よ

り 1, 717 人少ない）、う ち日本人人口 144, 942 人（ 前回推計 146, 105 人より 1, 163 人少ない。）

で、 前回推計の想定より やや緩やかな速度であるも のの、 引き 続き 増加を 続けている。  

 

①コ ロナショ ッ ク 期と その前期間と の比較 

 

都内市区町村でコ ロナショ ッ ク 前後の人口増減を 比較すると 、 区部はすべてで増加率が

大幅に低下し ており 、 う ち 14 区で増加から 減少に転じ るなど変化が激し かっ た一方で、 市

部には大き な変化はみら れない。 武蔵野市でも 増加率はやや下がっ たも のの、 大き な影響

は観測さ れていない。  

図表７  コ ロナショ ッ ク 前後における都内市区町村の人口増減の変化 
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コ ロナ前から

増減率が低下

コ ロナ前から

増減率が上昇

 

                                                   
1 公表値。 人口推計に用いる基準人口では 148,009 人 
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②コ ロナショ ッ ク 期と 直近の比較 

 

令和２ ・ ３ 年と 直近（ 令和４ 年１ ～４ 月） の人口増減を 都内市区町村で比較する と 、 区

部のすべてで増加率が上昇し ており 、 う ち 13 区では減少から 増加に転じ たと こ ろ である。

引き 続き 減少し た江戸川区も 、 ほぼゼロ に戻っ てき ており 、 区部におけるコ ロ ナショ ッ ク

期の人口減少は、 一時的なも のであっ た可能性がある。  

なお、 武蔵野市では増減率に変化はない。  

 

図表８  令和２ ・ ３ 年及び令和４ 年における都内市区町村の人口増減の変化 
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～
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（ 再掲） コ ロナショ ッ ク 中の人口増減率（ 令和２ ・ ３ 年の平均）

令和４ 年に増

減率が低下

令和４ 年から

増減率が上昇

 

資料） 東京都「 東京都の人口（ 推計）」  

 

 こ のよ う に、 コ ロナショ ッ ク 期では、 区部の人口が大幅に減少し た一方で、 市部の人口

には大き な変化は見ら れなかっ た。 一方、 直近では、 区部の人口は増加に転じ 、 市部の人

口には大き な変化は見ら れていない。  

武蔵野市の人口は、 コ ロナショ ッ ク 期にやや増加速度が落ち たも のの、 直近も 含めて大

き な変化はない。  
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③外国人人口 

 

外国人人口は、 留学生を中心に 200 人／年程度の堅調な増加傾向にあっ たが、 コ ロナシ

ョ ッ ク に伴う 水際対策の厳格化で減少に転じ 、 令和４ （ 2022） 年には 3, 083 人（ 前回推計

3, 637 人より 554 人少ない。） と 前回推計の基準時点であっ た平成 30（ 2018） 年（ 3, 038 人）

頃の水準まで低下し た。 継続的な増加を 見込んでいた前回推計の想定と は、 大き く 差異が

生じ ており 、 コ ロナショ ッ ク による影響が非常に大き かっ たと 考えら れる。  

 

図表９  武蔵野市における外国人人口の推移 

1 ,0 7 1 1 ,1 6 4 1 ,2 8 6 1 ,2 9 7 1 ,4 0 4 1 ,5 3 7 1 ,6 0 4 1 ,6 7 1 1 ,5 8 4 1 ,5 4 3

1 ,1 0 9 1 ,1 1 3
1 ,1 9 4 1 ,2 8 6

1 ,4 1 3
1 ,5 0 1

1 ,6 3 6 1 ,6 9 3 1 ,6 3 9 1 ,5 4 0
2 ,1 8 0 2 ,2 7 7

2 ,4 8 0 2 ,5 8 3
2 ,8 1 7

3 ,0 3 8
3 ,2 4 0 3 ,3 6 4

3 ,2 2 3
3 ,0 8 3

0

5 0 0

1 ,0 0 0

1 ,5 0 0

2 ,0 0 0

2 ,5 0 0

3 ,0 0 0

3 ,5 0 0

4 ,0 0 0

平成2 5 年 平成2 6 年 平成2 7 年 平成2 8 年 平成2 9 年 平成3 0 年 令和元年 令和２ 年 令和３ 年 令和４ 年

（ 人）

男性 女性  

資料） 東京都「 住民基本台帳による世帯と 人口」  

 

 なお国籍別人口について、 コ ロ ナ禍以前には人口、 割合と も に中国が上昇し ていたが、

コ ロナ禍において人口・ 割合と も 低下し た。  

図表 1 0  武蔵野市における国籍別外国人人口及び割合（ 上位 1 0 か国・ 地域）  

平成3 0 年 平成3 1 年 令和２ 年
順位 国籍・ 地域 人口 割合 国籍・ 地域 人口 割合 国籍・ 地域 人口 割合
1 位 中国 9 8 5 3 2 .4 % 中国 1 ,0 8 3 3 3 .4 % 中国 1 ,1 8 8 3 5 .3 %
2 位 韓国・ 朝鮮 5 4 9 1 8 .1 % 韓国・ 朝鮮 5 7 7 1 7 .8 % 韓国・ 朝鮮 5 4 9 1 6 .3 %
3 位 米国 3 3 7 1 1 .1 % 米国 3 0 0 9 .3 % 米国 3 0 2 9 .0 %
4 位 台湾 1 6 8 5 .5 % 台湾 1 7 7 5 .5 % 台湾 1 8 6 5 .5 %
5 位 ネパール 1 4 6 4 .8 % ネパール 1 5 4 4 .8 % ネパール 1 6 3 4 .8 %
6 位 ベト ナム 1 1 5 3 .8 % ベト ナム 1 1 8 3 .6 % ベト ナム 1 1 3 3 .4 %
7 位 フ ィ リ ピン 8 7 2 .9 % フ ィ リ ピン 9 3 2 .9 % フ ィ リ ピン 1 0 8 3 .2 %
8 位 英国 7 8 2 .6 % 英国 8 3 2 .6 % 英国 9 0 2 .7 %
9 位 タ イ 5 2 1 .7 % フ ラ ンス 6 2 1 .9 % フ ラ ンス 6 7 2 .0 %
1 0 位 カ ナダ 5 1 1 .7 % オースト ラ リ ア 5 2 1 .6 % イ ンド 5 0 1 .5 %

総数 3 ,0 3 8 1 0 0 .0 % 総数 3 ,2 4 0 1 0 0 .0 % 総数 3 ,3 6 4 1 0 0 .0 %
令和３ 年 令和４ 年 令和４ 年（ ５ 月末日）

順位 国籍・ 地域 人口 割合 国籍・ 地域 人口 割合 国籍・ 地域 人口 割合
1 位 中国 1 ,1 3 2 3 5 .1 % 中国 1 ,0 7 8 3 5 .0 % 中国 1 ,0 7 9 3 4 .2 %
2 位 韓国・ 朝鮮 5 3 3 1 6 .5 % 韓国・ 朝鮮 5 0 8 1 6 .5 % 韓国・ 朝鮮 4 9 9 1 5 .8 %
3 位 米国 2 2 9 7 .1 % 米国 2 1 5 7 .0 % 米国 2 3 7 7 .5 %
4 位 台湾 1 8 4 5 .7 % ネパール 1 9 1 6 .2 % ネパール 1 9 4 6 .2 %
5 位 ネパール 1 7 8 5 .5 % 台湾 1 6 7 5 .4 % 台湾 1 7 5 5 .5 %
6 位 ベト ナム 1 3 9 4 .3 % ベト ナム 1 1 4 3 .7 % ベト ナム 1 1 7 3 .7 %
7 位 フ ィ リ ピン 1 0 3 3 .2 % フ ィ リ ピン 1 0 2 3 .3 % フ ィ リ ピン 1 0 0 3 .2 %
8 位 英国 8 8 2 .7 % 英国 7 7 2 .5 % 英国 7 7 2 .4 %
9 位 フ ラ ンス 5 8 1 .8 % フ ラ ンス 5 4 1 .8 % イ ンド 6 2 2 .0 %
1 0 位 オースト ラ リ ア 4 3 1 .3 % タ イ 4 3 1 .4 % フ ラ ンス 5 8 1 .8 %

イ ンド 4 3 1 .3 %
総数 3 ,2 2 3 1 0 0 .0 % 総数 3 ,0 8 3 1 0 0 .0 % 総数 3 ,1 5 4 1 0 0 .0 %  

注釈） 特記のない限り 、 人口は前年末日の値である。  

資料） 武蔵野市「 人口統計」
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３  推計結果  

（ １ ） 総人口及び日本人人口 
 総人口は令和４ （ 2022） 年の 148, 009 人から 、 ４ 年後の令和 ８ （ 2026） 年には 150, 453

人と  15 万人を突破し 、 推計最終年次の令和 34（ 2052） 年で 160, 824 人と なる と 見込む。 

また、日本人人口は、令和４（ 2022） 年の 144, 927 人から 、最終推計年次の令和 34（ 2052）

年に 156, 513 人に達すると 見込む。  

図表 1 1  将来人口（ 総人口及び日本人人口）  

(1 9 8 5 年)

1 3 6 ,1 9 1

(2 0 1 5 年)

1 4 2 ,1 3 1

(2 0 2 0 年)

1 4 6 ,8 6 0

(2 0 2 2 年)

1 4 8 ,0 0 9 (2 0 2 5 年)

1 4 9 ,8 6 4

(2 0 3 0 年)

1 5 2 ,3 8 7

(2 0 3 5 年)

1 5 4 ,6 1 5

(2 0 4 0 年)

1 5 6 ,8 0 5

(2 0 4 5 年)

1 5 8 ,9 5 9

(2 0 5 0 年)

1 6 0 ,4 7 1

(2 0 5 2 年)

1 6 0 ,8 2 4

1 3 5 ,2 2 3

1 3 9 ,6 5 8

1 4 3 ,4 9 7
1 4 4 ,9 2 7

1 4 6 ,6 5 9

1 4 8 ,9 7 7

1 5 1 ,0 0 0

1 5 2 ,9 8 5

1 5 4 ,9 3 4
1 5 6 ,2 4 2

1 5 6 ,5 1 3

1 2 0 ,0 0 0

1 2 5 ,0 0 0

1 3 0 ,0 0 0

1 3 5 ,0 0 0

1 4 0 ,0 0 0

1 4 5 ,0 0 0

1 5 0 ,0 0 0

1 5 5 ,0 0 0

1 6 0 ,0 0 0

1 6 5 ,0 0 0

1 7 0 ,0 0 0
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趨勢期間
（ 人）

総人口（ 外国人含む）

日本人人口

予測期間

 

 2 0 2 2  2 0 2 3  2 0 2 4  2 0 2 5  2 0 2 6  2 0 2 7  2 0 2 8  2 0 2 9  

 令和４ 年 令和５ 年 令和６ 年 令和７ 年 令和８ 年 令和９ 年 令和1 0 年 令和1 1 年 

総人口 1 4 8 ,0 0 9  1 4 8 ,6 6 1  1 4 9 ,2 7 3  1 4 9 ,8 6 4  1 5 0 ,4 5 3  1 5 1 ,0 1 4  1 5 1 ,5 4 9  1 5 1 ,9 7 9  

日本人人口 1 4 4 ,9 2 7  1 4 5 ,5 3 8  1 4 6 ,1 0 9  1 4 6 ,6 5 9  1 4 7 ,2 0 7  1 4 7 ,7 2 7  1 4 8 ,2 2 1  1 4 8 ,6 1 0  

外国人人口 3 ,0 8 2  3 ,1 2 3  3 ,1 6 4  3 ,2 0 5  3 ,2 4 6  3 ,2 8 7  3 ,3 2 8  3 ,3 6 9  

 2 0 3 0  2 0 3 1  2 0 3 2  2 0 3 3  2 0 3 4  2 0 3 5  2 0 3 6  2 0 3 7  

 令和1 2 年 令和1 3 年 令和1 4 年 令和1 5 年 令和1 6 年 令和1 7 年 令和1 8 年 令和1 9 年 

総人口 1 5 2 ,3 8 7  1 5 2 ,8 6 0  1 5 3 ,3 2 2  1 5 3 ,7 7 5  1 5 4 ,2 0 4  1 5 4 ,6 1 5  1 5 5 ,0 7 7  1 5 5 ,5 2 8  

日本人人口 1 4 8 ,9 7 7  1 4 9 ,4 1 0  1 4 9 ,8 3 0  1 5 0 ,2 4 3  1 5 0 ,6 3 0  1 5 1 ,0 0 0  1 5 1 ,4 2 1  1 5 1 ,8 3 2  

外国人人口 3 ,4 1 0  3 ,4 5 1  3 ,4 9 2  3 ,5 3 3  3 ,5 7 4  3 ,6 1 5  3 ,6 5 5  3 ,6 9 6  

 2 0 3 8  2 0 3 9  2 0 4 0  2 0 4 1  2 0 4 2  2 0 4 3  2 0 4 4  2 0 4 5  

 令和2 0 年 令和2 1 年 令和2 2 年 令和2 3 年 令和2 4 年 令和2 5 年 令和2 6 年 令和2 7 年 

総人口 1 5 5 ,9 7 0  1 5 6 ,3 9 4  1 5 6 ,8 0 5  1 5 7 ,2 7 2  1 5 7 ,7 2 6  1 5 8 ,1 5 9  1 5 8 ,5 7 4  1 5 8 ,9 5 9  

日本人人口 1 5 2 ,2 3 2  1 5 2 ,6 1 5  1 5 2 ,9 8 5  1 5 3 ,4 1 2  1 5 3 ,8 2 5  1 5 4 ,2 1 7  1 5 4 ,5 9 1  1 5 4 ,9 3 4  

外国人人口 3 ,7 3 7  3 ,7 7 8  3 ,8 1 9  3 ,8 6 0  3 ,9 0 1  3 ,9 4 2  3 ,9 8 3  4 ,0 2 4  

 2 0 4 6  2 0 4 7  2 0 4 8  2 0 4 9  2 0 5 0  2 0 5 1  2 0 5 2   

 令和2 8 年 令和2 9 年 令和3 0 年 令和3 1 年 令和3 2 年 令和3 3 年 令和3 4 年  

総人口 1 5 9 ,3 1 6  1 5 9 ,6 4 9  1 5 9 ,9 5 6  1 6 0 ,2 3 0  1 6 0 ,4 7 1  1 6 0 ,6 7 1  1 6 0 ,8 2 4   

日本人人口 1 5 5 ,2 5 1  1 5 5 ,5 4 3  1 5 5 ,8 0 9  1 5 6 ,0 4 2  1 5 6 ,2 4 2  1 5 6 ,4 0 1  1 5 6 ,5 1 3   

外国人人口 4 ,0 6 5  4 ,1 0 6  4 ,1 4 7  4 ,1 8 8  4 ,2 2 9  4 ,2 7 0  4 ,3 1 1   

注釈） 各年１ 月１ 日時点の住民基本台帳人口 

（ 単位： 人）  
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（ ２ ） 将来人口推計における各種設定の考え方 

 

①基準人口と 趨勢期間2の設定 

 基準人口と し ては、 住民基本台帳に基づく 令和４ 年１ 月１ 日現在の数値を 採用し た。  

 趨勢期間は５ 年間と する が、 直近の令和２ 年、 ３ 年の人口動態では、 いわゆるコ ロ ナシ

ョ ッ ク によっ て東京圏の人口動態に大き な変動があっ たと さ れる。「 ２  コ ロナショ ッ ク に

よ る 人口動態の変化」 のと おり 、 本市では都区部ほどの大き な変化はみら れなかっ たが、

増加を 続けていた外国人人口の減少を はじ め、細かな変化はいく つかみら れた。そのため、

コ ロ ナショ ッ ク による 影響を 長期的なも のと 捉えて、 影響期間を 含めた期間で趨勢期間を

設定し た（ 平成 29 年～令和４ 年）。  

 

②出生要因の設定 

 趨勢期間の東京都人口動態統計による 母年齢別出生数と 、 武蔵野市人口実績に基づいて

武蔵野市の母年齢別出生率を 算出し 、 出生率は将来にわたっ て一定と し た。  

また、 出生性比は、 趨勢期間の実績に基づいて 105. 0 と 設定し 、 将来にわたっ て一定と

し た。   

図表 1 2  母年齢別出生状況 

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1

平成2 9 年 平成3 0 年 平成3 1 年 令和２ 年 令和３ 年

4 0 0 1 1 1 2 ,6 1 2 0 .0 0 0 5

2 9 2 5 1 8 2 0 2 2 2 3 4 ,1 9 5 0 .0 0 5 4

2 4 2 2 1 6 2 1 5 2 0 3 2 1 2 2 1 8 5 ,0 4 7 0 .0 4 3 1

4 8 7 4 6 9 4 3 1 4 4 8 4 4 3 4 5 6 5 ,3 3 3 0 .0 8 5 4

3 5 2 3 9 4 3 7 2 3 4 6 3 5 4 3 6 4 5 ,7 3 6 0 .0 6 3 4

9 8 1 0 2 7 7 8 9 8 8 9 1 6 ,0 2 0 0 .0 1 5 1

2 0 3 3 2 2 6 ,1 8 5 0 .0 0 0 3

1 ,2 1 4 1 ,2 0 6 1 ,1 1 6 1 ,1 1 0 1 ,1 2 2 1 ,1 5 4

男 6 2 4 6 3 4 5 5 8 5 6 4 5 7 5 5 9 1

女 5 9 0 5 7 2 5 5 8 5 4 6 5 4 7 5 6 3

1 0 5 .8 1 1 0 .8 1 0 0 .0 1 0 3 .3 1 0 5 .0 1 0 5 .0

総数 期間の合計特殊出生率

＝1 .0 6 6

出生性比

2 0 -2 4 歳

2 5 -2 9 歳

3 0 -3 4 歳

3 5 -3 9 歳

4 0 -4 4 歳

4 5 -4 9 歳

母年齢

出生数（ 人）

期間平均

女子人口

期間平均

出生率期間平均

1 5 -1 9 歳

 

資料） 東京都「 人口動態統計」 、 市資料より 作成 

注釈） 令和３ 年の母年齢別出生数は、 都の人口動態統計がまだ公表さ れていないため、 総数を４ 年間の母

年齢別平均比率で按分し て計算し ている  

 

③死亡要因の設定 

 趨勢期間の東京都人口動態統計による 性別年代別死亡者数と 、 武蔵野市人口実績に基づ

いて武蔵野市の性別年齢別死亡率（ 生残率） を 算出し 、 社会保障・ 人口問題研究所「 日本

の地域別将来推計人口（ 平成 30（ 2018） 年推計）」 における武蔵野市の生残率の変動にあわ

せて令和５ （ 2023） 年以降の将来値を 設定し た。  

 

                                                   
2 こ の期間の出生、 死亡、 移動等の人口の変動要因に基づいて将来人口を推計する 。 人口推計の基礎と な

る期間。  
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図表 1 3  性別年齢別死亡（ 生存） 状況 

期間平均人口 期間平均死亡率 期間平均生残率 ５ 年生残率

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 期間平均

男 平成2 9 年 平成3 0 年 平成3 1 年 令和２ 年 令和３ 年

総数 5 6 4 5 9 5 5 6 9 5 8 9 5 9 0 5 8 1 6 9 ,9 2 1 0 .0 0 8 3 0 .9 9 1 7 0 .9 5 9 1

0

0 -4 0 1 1 0 1 1 3 ,1 1 5 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 9 2

5 -9 1 0 1 0 1 1 2 ,9 9 4 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 9 2

1 0 -1 4 0 0 0 1 0 0 2 ,7 4 7 0 .0 0 0 1 0 .9 9 9 9 0 .9 9 9 5

1 5 -1 9 0 2 0 1 1 1 2 ,7 9 3 0 .0 0 0 3 0 .9 9 9 7 0 .9 9 8 7

2 0 -2 4 2 0 0 1 1 1 3 ,9 7 8 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 9 1

2 5 -2 9 3 2 0 3 2 2 4 ,9 0 1 0 .0 0 0 4 0 .9 9 9 6 0 .9 9 8 0

3 0 -3 4 2 2 2 4 3 3 5 ,3 3 8 0 .0 0 0 5 0 .9 9 9 5 0 .9 9 7 7

3 5 -3 9 1 3 0 3 2 2 5 ,6 1 7 0 .0 0 0 3 0 .9 9 9 7 0 .9 9 8 4

4 0 -4 4 3 6 5 8 6 6 5 ,8 1 6 0 .0 0 0 9 0 .9 9 9 1 0 .9 9 5 3

4 5 -4 9 7 1 1 7 5 8 8 5 ,9 1 7 0 .0 0 1 3 0 .9 9 8 7 0 .9 9 3 7

5 0 -5 4 1 2 1 0 9 1 2 1 1 1 1 5 ,1 8 9 0 .0 0 2 1 0 .9 9 7 9 0 .9 8 9 6

5 5 -5 9 2 1 1 6 1 2 1 8 1 7 1 7 4 ,4 0 8 0 .0 0 3 8 0 .9 9 6 2 0 .9 8 1 1

6 0 -6 4 1 4 2 2 2 7 2 2 2 2 2 1 3 ,5 9 6 0 .0 0 5 9 0 .9 9 4 1 0 .9 7 0 7

6 5 -6 9 3 4 4 4 4 1 3 0 3 8 3 7 3 ,7 6 0 0 .0 0 9 9 0 .9 9 0 1 0 .9 5 1 3

7 0 -7 4 4 8 5 8 5 8 5 3 5 5 5 4 3 ,3 8 5 0 .0 1 6 1 0 .9 8 3 9 0 .9 2 2 1

7 5 -7 9 7 0 6 0 7 2 8 1 7 2 7 1 2 ,5 5 3 0 .0 2 7 8 0 .9 7 2 2 0 .8 6 8 4

8 0 -8 4 1 0 2 9 7 9 0 9 1 9 7 9 5 1 ,9 2 2 0 .0 4 9 6 0 .9 5 0 4 0 .7 7 5 4

8 5 歳以上 2 4 4 2 6 1 2 4 4 2 5 6 2 5 6 2 5 2 1 ,8 9 2 0 .1 3 3 2 0 .8 6 6 8 0 .4 8 9 2

期間平均人口 期間平均死亡率 期間平均生残率 ５ 年生残率

2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1 期間平均

女 平成2 9 年 平成3 0 年 平成3 1 年 令和２ 年 令和３ 年

総数 5 8 9 5 7 6 5 8 8 5 8 8 6 5 2 5 9 9 7 6 ,0 2 7 0 .0 0 7 9 0 .9 9 2 1 0 .9 6 1 3

0

0 -4 0 0 0 0 0 0 2 ,9 3 5 0 .0 0 0 0 1 .0 0 0 0 1 .0 0 0 0

5 -9 0 0 0 0 0 0 2 ,8 0 5 0 .0 0 0 0 1 .0 0 0 0 1 .0 0 0 0

1 0 -1 4 0 1 0 1 1 1 2 ,6 2 0 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 9 0

1 5 -1 9 0 1 0 0 0 0 2 ,6 1 2 0 .0 0 0 1 0 .9 9 9 9 0 .9 9 9 5

2 0 -2 4 0 1 1 0 1 1 4 ,1 9 5 0 .0 0 0 1 0 .9 9 9 9 0 .9 9 9 4

2 5 -2 9 1 1 1 0 1 1 5 ,0 4 7 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 9 2

3 0 -3 4 0 0 1 4 1 1 5 ,3 3 3 0 .0 0 0 2 0 .9 9 9 8 0 .9 9 8 8

3 5 -3 9 5 2 1 3 3 3 5 ,7 3 6 0 .0 0 0 5 0 .9 9 9 5 0 .9 9 7 6

4 0 -4 4 5 3 2 3 4 3 6 ,0 2 0 0 .0 0 0 6 0 .9 9 9 4 0 .9 9 7 2

4 5 -4 9 8 4 6 6 7 6 6 ,1 8 5 0 .0 0 1 0 0 .9 9 9 0 0 .9 9 5 0

5 0 -5 4 4 6 1 1 7 8 7 5 ,3 3 8 0 .0 0 1 3 0 .9 9 8 7 0 .9 9 3 3

5 5 -5 9 9 9 9 7 9 9 4 ,5 4 4 0 .0 0 1 9 0 .9 9 8 1 0 .9 9 0 5

6 0 -6 4 1 2 1 6 8 7 1 2 1 1 3 ,8 3 2 0 .0 0 2 9 0 .9 9 7 1 0 .9 8 5 7

6 5 -6 9 3 0 3 1 1 9 1 2 2 6 2 4 4 ,0 6 3 0 .0 0 5 8 0 .9 9 4 2 0 .9 7 1 4

7 0 -7 4 2 1 3 1 2 6 2 7 2 9 2 7 4 ,0 8 2 0 .0 0 6 6 0 .9 9 3 4 0 .9 6 7 5

7 5 -7 9 4 4 3 7 4 6 5 4 5 0 4 6 3 ,4 5 9 0 .0 1 3 4 0 .9 8 6 6 0 .9 3 4 9

8 0 -8 4 7 3 6 1 7 4 6 4 7 6 7 0 2 ,9 9 5 0 .0 2 3 2 0 .9 7 6 8 0 .8 8 9 2

8 5 歳以上 3 7 7 3 7 2 3 8 3 3 9 3 4 2 4 3 9 0 4 ,2 2 6 0 .0 9 2 3 0 .9 0 7 7 0 .6 1 6 3

死亡数

死亡数

 

資料） 東京都「 人口動態統計」 、 市資料より 作成 

注釈） 令和３ 年の年齢別死亡数は、 都の人口動態統計がまだ公表さ れていないため、 総数を４ 年間の年代

別平均比率で按分し て計算し ている  

 

④移動要因の算出 

 純移動率については、 出生と 死亡の設定を ふまえ、 趨勢期間を 対象と し た人口学的方程

式3によっ て算出し た。  

 純移動率が正の値の場合は転入が転出よ り 多いこ と を 表し 、 負の値の場合は転出が多い

こ と を 表す。  

                                                   
3 人口増減＝自然増減＋社会増減＝出生要因－死亡要因＋移動要因 
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図表 1 4  算出さ れた純移動率 
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資料） 市資料より 作成 

 

⑤開発要因の設定 

 趨勢推計においては、 市内では大規模開発にあたる 200 戸以上の開発は捕捉さ れていな

い。 そのため、 市内における 大規模開発の影響は読み込まない。 こ れは趨勢期間と 同程度

の大規模開発が続く 前提と 言い換えるこ と も でき る。  

 

（ ３ ）「 第２ 期まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」 の影響 

 

「 第２ 期まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」（ 令和２ （ 2020） 年 12 月） では、「 令和６ 年

度に地方と 東京圏と の転入・ 転出を 均衡さ せる 」 と の記述がある 。 直近こ そコ ロナの影響

で東京都が転出超過になる 等、 こ れまでにない動き を 見せたと はいえ、 有識者会議では未

達成の政策目標と し て指摘さ れ、 目標達成年次を４ 年後ろ 倒し し たも のである。  

前回平成 30（ 2018） 年推計では、 当時の「 まち・ ひと ・ し ごと 創生総合戦略」 における

こ の記述を手がかり と し て、 10 年後に均衡するシナリ オと し た推計を行っ た。 今回の推計

においても 、 前回推計と 同じ 令和 10（ 2028） 年に東京圏と 地方の転出・ 転入が均衡し 、 以

後こ の状態が継続すると 設定し た推計を行う 。  

具体的には、 直近の令和３ （ 2021） 年の総務省「 住民基本台帳人口移動報告」 における

性別５ 歳階級別転入・ 転出数で「 東京圏」 の全国に占める 割合を 算出し 、 その平均を と り

（ 男性は約 81％、女性は約 84％）、現在の性別年齢別純移動率が令和 10（ 2028） 年以降は、

その比率を乗じ た値まで縮小すると 設定し て算出する。  

女性 

男性 
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（ ４ ） 日本人人口 

 

①年齢３ 区分別人口 

 

 令和４ （ 2022） 年には 32, 824 人（ 22. 6%） の老年人口（ 比率＝高齢化率） は、 増加傾向

が続き 、 令和 34（ 2052） 年には 50, 765 人（ 32. 4%） に達すると 見込まれる。 一方、 年少人

口は、令和４（ 2022）年の 17, 411 人（ 12. 0%）から 、増減を 経て、令和 34（ 2052）年には 17, 095

人（ 10. 9%） になると 見込まれる。 また生産年齢人口は、 増加の後、 減少傾向に転じ 、 令和

４ （ 2022） 年の 94, 692 人（ 65. 3%） から 、 令和 34（ 2052） 年には 88, 653 人（ 56. 6%） まで

低下すると 見込まれる。  

図表 1 5  将来年齢３ 区分人口 

1 7 ,4 1 1 1 7 ,1 5 6 1 6 ,0 3 8 1 5 ,6 3 9 1 5 ,7 9 9 1 6 ,4 0 7 1 7 ,0 9 5

9 4 ,6 9 2 9 5 ,8 1 8 9 6 ,2 9 0 9 4 ,5 5 1 9 2 ,1 8 5 9 0 ,1 2 1 8 8 ,6 5 3

3 2 ,8 2 4 3 4 ,7 5 3 3 7 ,5 0 2 4 1 ,6 4 1 4 5 ,8 4 2 4 9 ,0 1 5 5 0 ,7 6 5

0

2 0 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

8 0 ,0 0 0

1 0 0 ,0 0 0

1 2 0 ,0 0 0

1 4 0 ,0 0 0

1 6 0 ,0 0 0

1 8 0 ,0 0 0

令和４ 年 令和９ 年 令和1 4 年 令和1 9 年 令和2 4 年 令和2 9 年 令和3 4 年

2 0 2 2 2 0 2 7 2 0 3 2 2 0 3 7 2 0 4 2 2 0 4 7 2 0 5 2

年少人口 生産年齢人口 老年人口

(人）

 

1 2 .0 % 1 1 .6 % 1 0 .7 % 1 0 .3 % 1 0 .3 % 1 0 .5 % 1 0 .9 %

6 5 .3 % 6 4 .9 % 6 4 .3 % 6 2 .3 % 5 9 .9 % 5 7 .9 % 5 6 .6 %

2 2 .6 % 2 3 .5 % 2 5 .0 % 2 7 .4 % 2 9 .8 % 3 1 .5 % 3 2 .4 %

0 %

1 0 %

2 0 %

3 0 %

4 0 %

5 0 %

6 0 %

7 0 %

8 0 %

9 0 %

1 0 0 %

令和４ 年 令和９ 年 令和1 4 年 令和1 9 年 令和2 4 年 令和2 9 年 令和3 4 年

2 0 2 2 2 0 2 7 2 0 3 2 2 0 3 7 2 0 4 2 2 0 4 7 2 0 5 2

年少人口 生産年齢人口 老年人口
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図表 1 6  将来年齢３ 区分人口と 比率 

 2 0 2 2  2 0 2 3  2 0 2 4  2 0 2 5  2 0 2 6  2 0 2 7  2 0 2 8  2 0 2 9  

 令和４ 年 令和５ 年 令和６ 年 令和７ 年 令和８ 年 令和９ 年 令和1 0 年 令和1 1 年 

老年人口 3 2 ,8 2 4  3 3 ,0 9 2  3 3 ,4 5 9  3 3 ,8 2 3  3 4 ,3 1 7  3 4 ,7 5 3  3 5 ,2 6 0  3 5 ,8 0 2  

 2 2 .6 %  2 2 .7 %  2 2 .9 %  2 3 .1 %  2 3 .3 %  2 3 .5 %  2 3 .8 %  2 4 .1 %  

生産年齢人口 9 4 ,6 9 2  9 5 ,0 1 5  9 5 ,2 5 9  9 5 ,4 3 2  9 5 ,5 7 8  9 5 ,8 1 8  9 5 ,9 1 8  9 5 ,9 8 0  

 6 5 .3 %  6 5 .3 %  6 5 .2 %  6 5 .1 %  6 4 .9 %  6 4 .9 %  6 4 .7 %  6 4 .6 %  

年少人口 1 7 ,4 1 1  1 7 ,4 3 1  1 7 ,3 9 2  1 7 ,4 0 4  1 7 ,3 1 2  1 7 ,1 5 6  1 7 ,0 4 2  1 6 ,8 2 8  

 1 2 .0 %  1 2 .0 %  1 1 .9 %  1 1 .9 %  1 1 .8 %  1 1 .6 %  1 1 .5 %  1 1 .3 %  

 2 0 3 0  2 0 3 1  2 0 3 2  2 0 3 3  2 0 3 4  2 0 3 5  2 0 3 6  2 0 3 7  
 

令和1 2 年 令和1 3 年 令和1 4 年 令和1 5 年 令和1 6 年 令和1 7 年 令和1 8 年 令和1 9 年 

老年人口 3 6 ,4 3 5  3 7 ,2 3 2  3 7 ,5 0 2  3 8 ,4 4 1  3 9 ,2 6 9  3 9 ,9 8 5  4 0 ,7 4 5  4 1 ,6 4 1  

 2 4 .5 %  2 4 .9 %  2 5 .0 %  2 5 .6 %  2 6 .1 %  2 6 .5 %  2 6 .9 %  2 7 .4 %  

生産年齢人口 9 5 ,9 7 5  9 5 ,8 8 5  9 6 ,2 9 0  9 5 ,9 3 2  9 5 ,6 3 4  9 5 ,3 0 9  9 5 ,0 1 9  9 4 ,5 5 1  

 6 4 .4 %  6 4 .2 %  6 4 .3 %  6 3 .9 %  6 3 .5 %  6 3 .1 %  6 2 .8 %  6 2 .3 %  

年少人口 1 6 ,5 6 7  1 6 ,2 9 3  1 6 ,0 3 8  1 5 ,8 7 0  1 5 ,7 2 7  1 5 ,7 0 6  1 5 ,6 5 8  1 5 ,6 3 9  

 1 1 .1 %  1 0 .9 %  1 0 .7 %  1 0 .6 %  1 0 .4 %  1 0 .4 %  1 0 .3 %  1 0 .3 %  

 2 0 3 8  2 0 3 9  2 0 4 0  2 0 4 1  2 0 4 2  2 0 4 3  2 0 4 4  2 0 4 5  
 

令和2 0 年 令和2 1 年 令和2 2 年 令和2 3 年 令和2 4 年 令和2 5 年 令和2 6 年 令和2 7 年 

老年人口 4 2 ,5 3 2  4 3 ,4 2 7  4 4 ,2 8 1  4 5 ,0 6 0  4 5 ,8 4 2  4 6 ,4 9 5  4 7 ,2 4 1  4 7 ,8 7 6  

 2 7 .9 %  2 8 .5 %  2 8 .9 %  2 9 .4 %  2 9 .8 %  3 0 .1 %  3 0 .6 %  3 0 .9 %  

生産年齢人口 9 4 ,0 7 4  9 3 ,5 5 7  9 3 ,0 4 4  9 2 ,6 3 5  9 2 ,1 8 5  9 1 ,8 2 5  9 1 ,3 4 3  9 0 ,9 3 0  

 6 1 .8 %  6 1 .3 %  6 0 .8 %  6 0 .4 %  5 9 .9 %  5 9 .5 %  5 9 .1 %  5 8 .7 %  

年少人口 1 5 ,6 2 6  1 5 ,6 3 1  1 5 ,6 6 1  1 5 ,7 1 6  1 5 ,7 9 9  1 5 ,8 9 7  1 6 ,0 0 6  1 6 ,1 2 9  

 1 0 .3 %  1 0 .2 %  1 0 .2 %  1 0 .2 %  1 0 .3 %  1 0 .3 %  1 0 .4 %  1 0 .4 %  

 2 0 4 6  2 0 4 7  2 0 4 8  2 0 4 9  2 0 5 0  2 0 5 1  2 0 5 2   

 令和2 8 年 令和2 9 年 令和3 0 年 令和3 1 年 令和3 2 年 令和3 3 年 令和3 4 年  

老年人口 4 8 ,4 7 0  4 9 ,0 1 5  4 9 ,4 2 2  4 9 ,8 8 7  5 0 ,2 7 7  5 0 ,5 8 1  5 0 ,7 6 5   

 3 1 .2 %  3 1 .5 %  3 1 .7 %  3 2 .0 %  3 2 .2 %  3 2 .3 %  3 2 .4 %   

生産年齢人口 9 0 ,5 2 3  9 0 ,1 2 1  8 9 ,8 2 7  8 9 ,4 4 4  8 9 ,1 1 0  8 8 ,8 4 0  8 8 ,6 5 3   

 5 8 .3 %  5 7 .9 %  5 7 .7 %  5 7 .3 %  5 7 .0 %  5 6 .8 %  5 6 .6 %   

年少人口 1 6 ,2 5 8  1 6 ,4 0 7  1 6 ,5 6 1  1 6 ,7 1 1  1 6 ,8 5 5  1 6 ,9 8 0  1 7 ,0 9 5   
 

1 0 .5 %  1 0 .5 %  1 0 .6 %  1 0 .7 %  1 0 .8 %  1 0 .9 %  1 0 .9 %  
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②５ 歳階級別人口ピラ ミ ッ ド  

 

 令和４ （ 2022） 年時点では、 男女と も に 45～49 歳人口が多く 、 ０ 歳代・ 10 歳代が少なく

なっ ている。 30 年後の令和 34（ 2052） 年には、 35～39 歳人口の規模が最も 大き く なる一方

で、 現在人口が多い世代（ 45～49 歳） に対応し て 70 歳代の人口が多く なり 、 全体に高齢者

の人口規模が大き く なる。  

図表 1 7  ５ 歳階級別人口ピラ ミ ッ ド  

＜令和４ （ 2 0 2 2 ） 年＞ 

2 ,8 1 7  

3 ,1 6 7  

2 ,9 5 6  

2 ,7 3 2  

3 ,6 4 3  

4 ,7 1 3  

4 ,7 7 8  

5 ,2 4 4  

5 ,4 3 4  

5 ,8 8 1  

5 ,6 3 6  

4 ,6 1 0  

3 ,8 9 8  

3 ,2 0 2  

3 ,9 0 1  

2 ,5 7 7  

1 ,9 4 6  

2 ,1 1 3  

2 ,7 1 3  

2 ,9 9 3  

2 ,7 6 5  

2 ,7 1 9  

3 ,8 1 7  

4 ,8 4 3  

4 ,8 7 8  

5 ,2 8 1  

5 ,7 0 0  

6 ,1 2 6  

5 ,8 9 9  

4 ,8 0 4  

4 ,0 5 6  

3 ,6 1 2  

4 ,3 9 5  

3 ,5 0 4  

2 ,9 7 2  

4 ,6 0 2  

1 0 ,0 0 0 8 ,0 0 0 6 ,0 0 0 4 ,0 0 0 2 ,0 0 0 0 2 ,0 0 0 4 ,0 0 0 6 ,0 0 0 8 ,0 0 0 1 0 ,0 0 0

0 ～4 歳

5 ～9 歳

1 0 ～1 4 歳

1 5 ～1 9 歳

2 0 ～2 4 歳

2 5 ～2 9 歳

3 0 ～3 4 歳

3 5 ～3 9 歳

4 0 ～4 4 歳

4 5 ～4 9 歳

5 0 ～5 4 歳

5 5 ～5 9 歳

6 0 ～6 4 歳

6 5 ～6 9 歳

7 0 ～7 4 歳

7 5 ～7 9 歳

8 0 ～8 4 歳

8 5 歳以上

（ 人）
 

＜令和 3 4 （ 2 0 5 2 ） 年＞ 

2 ,9 7 2  

2 ,9 1 0  

2 ,8 3 7  

2 ,8 4 9  

3 ,4 8 6  

4 ,2 3 6  

4 ,6 1 0  

5 ,0 0 0  

4 ,4 3 4  

4 ,0 8 4  

4 ,2 5 8  

4 ,3 7 0  

4 ,1 2 1  

4 ,5 0 1  

4 ,5 1 5  

4 ,5 1 2  

3 ,8 2 0  

4 ,4 0 4  

2 ,8 5 5

2 ,7 9 6

2 ,7 2 4

2 ,8 1 0

4 ,0 8 9

5 ,0 7 1

5 ,3 9 4

5 ,8 3 4

5 ,2 1 5

4 ,9 4 2

4 ,6 2 4

4 ,6 6 8

4 ,5 5 9

4 ,9 8 2

5 ,2 6 7

5 ,4 4 3

4 ,9 3 9

8 ,3 8 2

1 0 ,0 0 0 8 ,0 0 0 6 ,0 0 0 4 ,0 0 0 2 ,0 0 0 0 2 ,0 0 0 4 ,0 0 0 6 ,0 0 0 8 ,0 0 0 1 0 ,0 0 0

0 ～4 歳

5 ～9 歳

1 0 ～1 4 歳

1 5 ～1 9 歳

2 0 ～2 4 歳

2 5 ～2 9 歳

3 0 ～3 4 歳

3 5 ～3 9 歳

4 0 ～4 4 歳

4 5 ～4 9 歳

5 0 ～5 4 歳

5 5 ～5 9 歳

6 0 ～6 4 歳

6 5 ～6 9 歳

7 0 ～7 4 歳

7 5 ～7 9 歳

8 0 ～8 4 歳

8 5 歳以上

（ 人）  
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（ ５ ） 外国人人口 

 

 武蔵野市の外国人の推移については、 約 10 年間の人口拡大期の後、 約 20 年間の人口横

ばい期を 経て、 現在に至っ ている。  

し たがっ て、 今後についても 20 年間の横ばい、 10 年の拡大と いう 動き を 予測するこ と が

でき る。 ただし 、 外国人人口については、 影響を 受ける社会経済環境について未確定な部

分が多いため、 推計最終年次の令和 34（ 2052） 年に向かっ て徐々に増加すると 見込む。  

その結果、令和４（ 2022） 年には 3, 082 人であっ た外国人人口は、推計最終年次の令和 34

（ 2052） 年には 4, 311 人になると 見込まれる。  

図表 1 8  外国人人口の将来見通し  
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1 9 8 01 9 8 11 9 8 21 9 8 31 9 8 41 9 8 51 9 8 61 9 8 71 9 8 81 9 8 91 9 9 01 9 9 11 9 9 21 9 9 31 9 9 41 9 9 51 9 9 61 9 9 71 9 9 81 9 9 92 0 0 02 0 0 12 0 0 22 0 0 32 0 0 42 0 0 52 0 0 62 0 0 72 0 0 82 0 0 92 0 1 02 0 1 12 0 1 22 0 1 32 0 1 42 0 1 52 0 1 62 0 1 72 0 1 82 0 1 92 0 2 02 0 2 12 0 2 22 0 2 32 0 2 42 0 2 52 0 2 62 0 2 72 0 2 82 0 2 92 0 3 02 0 3 12 0 3 22 0 3 32 0 3 42 0 3 52 0 3 62 0 3 72 0 3 82 0 3 92 0 4 02 0 4 12 0 4 22 0 4 32 0 4 42 0 4 52 0 4 62 0 4 72 0 4 82 0 4 92 0 5 02 0 5 12 0 5 2

趨勢期間
（ 人）

予測期間

 

注釈） 実績値については平成 24（ 2012） 年以前は住民基本台帳人口に外国人人口が含まれていないため、

前年末の外国人人口をも っ て表記し ている。 平成 25（ 2013） 年以降は住民基本台帳による外国人人

口 

 

※推計上の留意点 

 外国人人口については、 その規模が数千人単位と 少なく 、 企業内転勤者をはじ めと し て、 数年程度の

滞在を前提にし ている人も 多いこ と から 、 推計値の誤差も 非常に大き いと 考えら れる。 また、 武蔵野市

でも 昭和6 1 （ 1 9 8 6 ） 年から 平成５ （ 1 9 9 3 ） 年にかけてや、 平成2 5 （ 2 0 1 3 ） 年から 令和２ （ 2 0 2

0 ） 年の急増から も わかるよう に、 社会経済環境による影響が大き く 、 正確な予測は不可能である。  

 当面のポイ ント と し ては、 外国人受入政策が大きく 変化する可能性にも 留意が必要である。  
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（ ６ ） 昼間人口 

 

 昼間人口は昭和 40（ 1965） 年の 118, 662 人から 年々増加を 続け、 昭和 50（ 1975） 年に登

録人口を 上回っ た。 その後も 順調に増加し ていたが、 平成２ （ 1990） 年に 152, 586 人に達

し てから は、 登録人口が減少に転じ たこ と から 伸び止まっ ていた。 直近では登録人口が再

度上昇基調と なっ たために増加に転じ 、 平成 27（ 2015） 年には 157, 319 人と なっ た。  

 今後も 登録人口に対する 昼間人口比は低下し ていく も のの、 登録人口が増加する こ と か

ら 、昼間人口は微増で推移し 、令和 32 年（ 2050） 年には 166, 455 人に達すると 見込まれる。  

 

図表 1 9  昼間人口の推移と 将来見通し  
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昭和4 0 年 昭和4 5 年 昭和5 0 年 昭和5 5 年 昭和6 0 年 平成２ 年 平成７ 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年 令和2 年 令和7 年 令和1 2 年 令和1 7 年 令和2 2 年 令和2 7 年 令和3 2 年

昼間人口実数 昼間人口推計値 東京都予測値 登録人口

（ 人）

 
 昭和6 0 年 平成２ 年 平成７ 年 平成1 2 年 平成1 7 年 平成2 2 年 平成2 7 年 

 1 9 8 5  1 9 9 0  1 9 9 5  2 0 0 0  2 0 0 5  2 0 1 0  2 0 1 5  

昼間人口 1 4 3 ,9 9 4  1 5 2 ,5 8 6  1 5 3 ,3 7 9  1 5 2 ,4 2 5  1 5 4 ,4 4 8  1 5 3 ,2 6 7  1 5 7 ,3 1 9  

登録人口 1 3 5 ,2 2 3  1 3 5 ,9 2 3  1 3 1 ,3 1 0  1 3 0 ,7 4 7  1 3 2 ,1 7 9  1 3 4 ,8 6 2  1 3 9 ,6 5 2  

昼間人口／登録人口比 1 .0 6  1 .1 2  1 .1 7  1 .1 7  1 .1 7  1 .1 4  1 .1 3  

 令和2 年 令和7 年 令和1 2 年 令和1 7 年 令和2 2 年 令和2 7 年 令和3 2 年 

 2 0 2 0  2 0 2 5  2 0 3 0  2 0 3 5  2 0 4 0  2 0 4 5  2 0 5 0  

昼間人口 1 6 0 ,9 8 0  1 6 2 ,7 6 9  1 6 3 ,9 9 4  1 6 4 ,8 6 8  1 6 5 ,6 7 2  1 6 6 ,4 1 0  1 6 6 ,4 5 5  

登録人口 1 4 6 ,8 6 0  1 4 9 ,8 6 4  1 5 2 ,3 8 7  1 5 4 ,6 1 5  1 5 6 ,8 0 5  1 5 8 ,9 5 9  1 6 0 ,4 7 1  

昼間人口／登録人口比 1 .1 0  1 .0 9  1 .0 8  1 .0 7  1 .0 6  1 .0 5  1 .0 4  

        

注釈） 令和７ （ 2025） 年以降は独自推計。「 登録人口」 は各年１ 月１ 日現在の住民基本台帳人口 

資料） 総務省統計局「 国勢調査」、「 東京都昼間人口の予測（ 令和２ 年３ 月）」 より 作成 

参考） 昼間人口と は就業者または通学者が従業・ 通学し ている従業地・ 通学地による人口であり 、 従業地・

通学地集計の結果を用いて算出さ れた人口である。 また、 夜間勤務の者、 夜間の学校に通っ ている

者も 便宜上昼間就業者・ 昼間通学者と みなし て昼間人口に含めており 、 昼間人口には買物客などの

非定常的な移動については考慮し ていない。（「 平成 27 年国勢調査による東京都の昼間人口」 より ）  
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（ ７ ） 世帯数 

 

 令和２ （ 2020） 年国勢調査を 用いて、 性別年齢別の世帯主率を 作成し 、 将来日本人人口

に乗じ るこ と で世帯数を算出し た。  

 登録日本人人口に対応し た世帯数は、令和２（ 2020）年の 74, 731 世帯から 増加を続けて、

令和 32（ 2050） 年には 84, 821 世帯になると 見込まれる。  

 平均世帯人員は、 令和２ （ 2020） 年の 1. 92 人から やや低下し て、 令和 32（ 2050） 年には

1. 84 人と なる。  

図表 2 0  世帯数の将来見通し  
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令和2 年 令和7 年 令和1 2 年 令和1 7 年 令和2 2 年 令和2 7 年 令和3 2 年

(世帯）

 

 令和2 年 令和7 年 令和1 2 年 令和1 7 年 令和2 2 年 令和2 7 年 令和3 2 年 

 (2 0 2 0 ) (2 0 2 5 ) (2 0 3 0 ) (2 0 3 5 ) (2 0 4 0 ) (2 0 4 5 ) (2 0 5 0 ) 

世帯 7 4 ,7 3 1  7 7 ,3 5 9  7 9 ,4 6 0  8 1 ,2 7 8  8 2 ,8 3 0  8 4 ,2 5 7  8 4 ,8 2 1  

平均世帯人員 1 .9 2  1 .9 0  1 .8 7  1 .8 6  1 .8 5  1 .8 4  1 .8 4  

資料） 総務省統計局「 国勢調査」 、 市資料より 作成 
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